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，イラ・ン（勉シア）とわ岬との関係1証餓の鋤も示しているよ・5．　ie．

吉瓢かなか深くかつ麟で髄る力玄和親的に遠禰たって幅麟もあ．

って，特別にそれと招電されねばわから訟場合が少くない・しかし今はその

ような細部に立入るべき場合でもないので　ここでは中世ペノレシア語書「：ブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ソダヒvユ判（Bundahi　VsnKlx　Bd　．と略細中の一節を訳出してジ㍉二をts・

摘するにとズめよう殿この書のなかには　つぎのような記事がある。　　　・一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　その果実輝食用として人に歓：迎せ’られ且つ多年生なるもの，例えば甕椰

　　審’徽蜘。キナ・一…7・（k⊥愈1①，繭蜘虚），割註暇涛

　　秘ジガ・く繭）・靴ソ（愉an眺欄て・瞬）。鰍着a貸
　　蔵血），、、：デyニンクワ（斑五：rt），イチジク（anli　i：hr），胡桃（9窩～誓），、「

　　巴旦杏無調t蝕）その他この種OPごときものi．a　e人これを果樹（mFva　kl

　　とよ参侮β飼161伺4）・
　　　　　ノここξこはわれわれに親しい，西域系統の植物名が出ており，なかに揖邦音語

に近いものがみえる。そのうちe．イチジクはFraha範gま憂犠：hユ三十k一（恥悔瓢毒

と略記）才四章では瓠狐τといる形でみえており澗萄の中世ぺ〃シア語に

讐欝欝煮慧野藷麓彦臨監鷺謙鷺．
フ語協鋤脚g財a一’酒盃「のなかに　同族語形を有しているのではないかど
　　　　　　　　　　　　　　　　，
みられているもめである億しかのみならずン胡麻のよう‘ζ西南アジアと深い

・関係‘ζある櫨が。そ三四軌ともに、灘駆上の特弓取蜘をうけて

1いる点にも。翻な背景のあったζ〈が伺わ姻興味がある・すな紡，

α・畢謂8望滋5にて棚（k二三t）禰トブ伽調翻融物として分

類陣やるζζ鞘然で齢勃・孟磯腱劇一ブが晦磁・摺
章にリC，～レそれぞれ融ンおよびk甑yζしズ出ているζ：とは．。注昌に値いしょ

　　　　　　　　　　　　　　　露←・’



う誇町はアラム諦下職湖騨㊨跨・平炉画Aec砥惹磁臨取
Ara・b・・im・加痂9加e・鍼・）の。k晦は伺じくアラム諦e賊a’貯

〈s57・るe鵬尋，H的r・醸躍a，鯉¢ad・梅皿職，　Paユ町踊㎜ひ一頭字kはピ、

　の語詞の直前にあるkah’わら，くさ”のkに誤って由来したものであろ

う）の省略形であって，末字諸γは一種の省略墨型である。これらの早

智が何故このような省略形（アラム譜の）で登場しているかというに　アツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一。
シロeバビロニア譜代からバカーセニシユ王朝手代を通じて　それらが交易
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
だど的対象となって盛んiζ契約文書等に記載された物資に属するという点かtt

fO　．tその理由を説明しうるのではな「いカ・とみられているので，ζれSこよって

も，われわ粗即しい胡麻などの物産力∫西南アyアで果していた役割の一端

を馨察することができよう。恥PahZe？五章で墨も．撫瓢㌃蘇帰郷子篭も

t’凾ｷなibSアラム諭e鵬瀧の省略形であ躍れている嚇ならち町1・

”酒”　（註2参照）さえも写本びにはs　SYすなわちアラム語v％isaの省略

形であら繍ているのである（次のア・ム語は脚駅ある）・植物ば的

ではなく3．バザーとかギヤラバγのような物名などもイラン起源であるが3

これも案外知られていないのではなかろうか。

　さてそのイランであるがs．近年いろいろな観点からそれが異常な関心を持

たれるようになり　相次ぐ学術探険がわが学界からもこの園IC対して試みら
　　　　　　　　　’

れるようになった。そしてそれなりにいろいろな成果がもたらされ　或いは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
’発表されているのは欣快にたえないカ㍉それにもかかわらず，イランの埋れ

た過去の文学に深く沈潜しこれに発掘の鋤を入れようとするものがそれほど、．

多くなったとも思わ問いのは，どうしたことであろうか・予期それがイ．

ランを知ろうとするうえfC　一・つの冷点とならなければ幸いとするものである。

ζうしたところがら，こr露帷ぺ7レンア諏いわ師パフラヴイー語（

P頃ユav鱒で伝えられている説話文学OP　一一として表題のごとき書を紹介する

とともに，それ四二する二，三の閥題葦ζも触れてみようと思うのである。

　デンマークの故クダステソゼン教授（A。ah　ri　s　te　ns　en＞はその名著He㍗

ts・edig・t血9・g　F。漁rユlip・・Utt・ratUr　h・瞬a滋・・箕・i◎ユ醐…

d．・蕊，Kφわ・笹野9祐の2fr・ESk　”．Y一一sF一一Yeeの説諏学1．に糊て正しく

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一2一



〆指熱しているように洞王朝期の説護文学‘ζしてパフラヴイー語で今B伝存

’しているものとしては，∫アルターイeクイーラーズの書」　（Arも寄▽まτa濱

　Namak）とか，fジや鰍マーズブの総和」　（Aβy21Vt；kEr　i厩8P茂k）．，

　fフyヤ）““tナ家のヤウィンユ｝の心臓（臓七埴ai　Ya・vi・dv　1翠ゆ）

．など（最初の二つは宗教fX統に坂材し・｝最後の書はむしろ知恵の文学に属する

もの）を除けば。わずかに三篇を数えるのみで．あ．る・．すなわ，ちげレールの

　伝記（Aasatk2arr　i　2；＆蒋流出），rバーバクの子ア〃タクシ・エーiL・・の磯伝」

　（一捻蝕akまArtaxζ5r　i　i臨：P乱座筑工およびrチヤ5ラング（転換）1の

解き明し」（V献血i馳i嶺セ鋤竃）がそれである。

　　これら三書のうち　rザレー1レの伝記」はザラXシユ｝ラ教徒ウィシュタ
　　　　　　　　　　’
一スプ王と，かれに一その儒侮：放棄を迫る異教徒アルジヤ｛ス：プ三ξとの宗教戦、

　争苓舞台とし）‘そζに登場する諸琴雄q海蝕を迫力ある滅字で描く〆説話文　・

学というよりもむしろ叙事詩的文学というべきもので寡中世語にて境存する

　中世文学ei’一一’の傑i作である。しかもζの書に描かれる環境と精神とは　マケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
．ドニア征服の崩壊後再び形成されたイラン的英雄理念を映発させるものであ

　り，．ア〃シギク王朝蒔代のものである。もちろん魯流布本はバールス方言を

　基調としているが．rバルテイア方言を完全に駆逐し去るjCは至っていない。

謡本は贈パ’げイア諏を瀞一1・ス謙以って鑛のう稽き繭た
ものである・本船ζ描写されている兵錨珪度のdとき。ア1・シヤク王朝の最

盛時を彷彿させるものといわれているのも，翠由のないことではない・この

書は．｝アヴエスタのヤシュ｝諸巻1ζ副える古代イランの叙事詩とは．eたとい層

形式は異っていても．、一響きは同じものを伝えているのであり，やがてダキ紬

　，k　一．とフエノレドウシ｛によるシヤーフtmpメのなかにその一一tw版を見出そう

　とする．tいわば一種の中品梗子と称することができ計うg

　　これに対．し，？二の書rア’レタクシェ・一　iv　a2行伝」．はS一　一一　Sh　・一ン王朝の開

祖たる駐以下勘一が勉一轡羅即フ’t　Yズドー世職る三代の・

一t「伝であるが就役はもちろん薄歯ある・・流麟の醜聯が翻・それ

歯髄改めら糠こ”eは繕綱罐挙るが，旛気短こ嚇合は聯も・

4←ノレス方言であったζとはいうまでもない・史劉ζ即した面もあるが｝時

”一’
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代鐸耀してはるか撚藤睾開祖⑱曝嚇恥んでい下面も励・’
そ⑳他龍退治とかそれに用いら麹た殺害形式（熔鉱毎呑ませて倒す）などの

ような古い印欧的鮒をも織り込んでむ・・るとζ砂・ら。叙事詩文学のような．

盛り上りは期待できないとしても診三三文学としてさまざまな角度から研究

；の対象となるに耐えることができるであろう。

　残るところは本論の主題たる最：後の書fチャ｝ラングの解き明し」であるがき、、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ本書は上に挙げた原名のほかに抄嫁七i門門Ga幅璽などともよばれて

いる・in意味は，強いて異を求むれば，r牙ヤトラングの解説」とでも称すべ

であろう・か。これも一応は説話文学のジャンルに入るがゴ本丁的にはむしろ遭

8知恵の文学tsとみるべきものであろうp

ぺ〃シアの典拠‘こ依ったクセノポーンはその柚ウール簡ノ9dデイアー」

八巻七章・…，～；丞飾において，クー一一・　1；iシa大王をVr（臨終に遺訓を語らしめ

ているカ㍉外一ニー節のよう・・儲爾群賊る匹ク労一ス鴨脚

劉として　か』る遺訓をのζすという行き方はシャープナーメにも類似の行
　　　　3
き方を早出すところであってひ全くイラン的であるメといえる窃そしてわれわ

れにとって特に重要なことは》それが広い意味における知恵の文学とみられ

る内答をもって回るというごとである◎そういう性質の文学としてはsハガ

ーマニシユ朝諸黒の碑文中にもζれを求めることができ，なかでもダ．一ラや辱

ワフシユー世のナクシエ。ロス汐ム碑文ねの如きはその最たるものであるラ傷

このような績向はイランのみでなく古代前アジアに見出されるもので．，アッ

シロ。バビロニア入もこの種のジ’ヤン〃を有し　偶約聖書にも即言』中に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
ソ耳モンの」蔑言　ヤケの子アグ〃の語なる箴言　レムエ〃王のことばなど瀞1
　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

載郷れそ畑，ペン・シラクのそれも広く知られているとζろである。そ

れらのうちの一として，その古さにおいて指を屈せられる旧きものの一つは

おそらくrアヒカ”の物語」であろう。というのはダ茎ラグ語そ．の他の諸語

で伝えられ，その古さの隈界もざだかでなカ・つたこの物諭晒四五世紀の

エレ D弼朴・バピ脇収アラム門門供する門別施である噂
ueasであ6　iii｝えに後物知て幡の鵬い功1・織の獅分泌当あ
るあみならずe殊に興味深いのは，その随所にイランの香．りを三脚ているむ

　　　　　　　　　　　　　　　　勲」4い



・と・でるる9例えばA◎G◎wユey＝dごa　ma　ic　papyri．　o：e、耐雪ffifui　Centu；ty

暁Qx鯉略麟fρ噺てい翻r郷鱒帆そ・・．、
矛一二六行をも加えるζとができよう・・

　　　’　aZ一一StkCtrag電硝t蔵茎賓e一’aユtehark・k　4％滝i9－eaddt3

　　　　　　　　輔
　　”．’ユ懸鷹粛勧a瀬ア歯幽三口妊e癌三二騨h％樫雨竜ぼ

　　　俄ユ二輪．

　　汝の弓を絞って汝の矢を義者に放つことなかれ饗おそら榊はかれを助

　　けに来りて》それを汝に立ちかえらすであろう②

幽晦f・ユ醐聯鵬i・・h・エn・。姻f碑薄rユin　1958　P・320備お

同氏のA茸chale◎ユ09塞8¢血e　Mitteiユungθn　au9工ran靱：P・．95を．も参照）

の・指摘しているように　”’　vieUe；i’cht　ko㎜七i磁der　G。tt　（！）ZU
　　　　　　　　　　　シロ
Hn・σ・（’ac。di、＆町著アi。9壷・」亀・tr・6h）をみる・も・e母艦代べ

’ψンア語碑文のay一’行くがに対するそのアッカド語訳に登場する訳語詞で

あρ．・t．しかもパフラヴイー語でtま・rafCan・’行く”’のウズワージシユソ（

u・繭iぎ軟表意翻）として用いらhているものであ転その古代語形は

rapノ助げる炉｝　　　　’｝．．　Tatirnali一一一’援助t’＼rafむδ撚が助けIC」e”．

（不定法〉．等々reみら福ものである。’そのアi・9回忌謎Σ逮γ・ゼかれを

助けに来るであろう幽一’はイラン的といいうるほどにイランと密接な関係をも

つたアラマイズムといえるであろう⑤

　さてこの物語の筋は舞台をアッシリアの王サシへyブとその子アサ1レハド

三図にとつれ・る・．九力・・1まその高才賢智の宰相である．老齢となっ

ためで，，かれは代って甥ナダyを後年書碓挙したところ，そのナダンのため

『脚って麗訴されて死を宣告される6しカ・し，かつてアヒ加が命を救って

やつ拠貴士に救われて地下み一室経かくまわれる◎やがてゴジプ｝のパラオ

が好機とばかあアッツリアに難題をもちかけ　解くζとができみぱエジプ｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
1ζ：四脚鮒るζと尋し鰍こと力囎浦ナ甥アが・・…7プ｝醐

貢を受けてよいという⑳である◎かの貴士がアヒカ趣の生きているζとを告

：．げ句ζ及んでつかれ1ま地下ふら連れ出．されてζの難問を解砂たというのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　一◎「一



るが。この誕のなゆにいろいろな蔑言や知恵の話。寓話などが織り込まれで

いる。，その詞華の二奮三を採録してみると㌢

　　もが子よ、もし予が汝を打つならば汝は死なぬであろうがザもし予が’（

　　汝を〉汝の心のままに放置するなら擢汝は生きぬであろう（八二行）、。

　　獅子をおそれて麗馬は荷をすててそれを運ぼうとしなむ㌔かれは仲間か

　　ら蹴りをいただき～且つかれ自身のものでない荷物をいただいて三三の

　　荷を背負わされるであろう（八九～九一行）。

　　汝は心を迷わせぬため（汝の〉富をふやすことなかれ（一三七行）。

　　汝⑳知恵が消されぬため．・（汝にとりて）天てにすぎること）を汝は考
　　　　　　　　　　　　　，』
　　えることなかれ（一四七行）σ　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　人々が汝を番むことなからんためゴ汝は甘くなるなかれ毎人々が汝を吐

　　き出すことなからんため，汝は苦くなることなかれ（一四八行）、
　　　　　　　　　　　　　ゴ
　　もし汝にして㌻わが子よ，高き身とならんことを願うならば》神の討に

　　汝自身を低くせよ。神は．高慢（？）なるものを低くして低きものを高く

　　したもうのである（一四九～一五〇行）。ゼ

　　豹が山羊に会うたところ，かの女（山季）．はこごえていlt　e・豹は応えて

　　山羊に書うには．》来れ，さらば予は汝を予の皮をもつて包んでやろケ，

　　と。山羊は答えて豹に言うには　われ：にと’つてそれがどうしたというの

　’．だ・，わが主よ寧わが皮をわれより取りたもうなかれ・何となれば，御身

　　は愈を吸う以外に祝福したもうこと1まないからだ，と（一一八～一二〇

　　行）。1

というようた類である。最後に挙げた寓謡itdソヅプ寓話を想起させる前

イソップ寓謡中にはアとガタ物語に出るものの骨子を榛りかえしたものがあ

るのみならぐイソップの伝記さえもこのア・とかレの伝記に影響されている
　　　　　　，
のである’ iS。MO8ca雛：Ancient　Semi七ic◎i寸iユi滋a悉i◎廊1k◎nd◎n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
1957・p・177）・そしてブ畷8 @：rtu画鱒騨ar畔9tt
讐eg続酬’5　」anuar’必銑蝉948・諏き’ギギ・ブ婆ス惣．ジ三

軸81）は鰍 kくマのアヒ糟物説がアツ鏑惣堀静嫡、鱗、．

アッンツアの原蝉にはこの勘も㈱ないこと輔摘するとともに・野

　　　　　　　　　　　　　　　　．’・一一　6一



サ「ソ朝期あワズ’げミフ～レ”　（Vazungmi＃de）物語ICきわめて類似してい乙

とこちから。それがイラン起源のもので・あるこ1と硝回した．氏の主張はこ

　の物語のバビロニア起源説を唱えるカウリー（上掲書茎）。206：e．）のように

　個々の知恵の文学を指しているのではなくして　物語全体のモティーフを指
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　していっているのである醸

　　ウズtUグミフルというのは伝説上の人物であるが　クリステンセy氏（Ac－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3’
　七aOrien七aユぬ㎎P，　le6　ff。）のように医師ブノレゾーエ｛（Buxzoe）を

伝説化したものであると主張するひともあお。ブ〃ゾーエごというのは梵本

　：Pan◎a㌻a謎七痴をパフラヴィー語に訳出し　さらにそのなかに下作のものを．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
加え　旦っそれに序文を載せたとされている入物である鵬いずれにせよ　ワ
　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’

ズit・グミフiUはイラγに嚢ける高才無識のヒナガタのようなも．ので，かれの1・

所談とされる腫のバソドナーマク（塑筑d一平皿ak）があるの硝然であち

　う。パソドナーマクとは∬訓誠書e’というほどの謂で，別名をアンダluズ（

　anこaτz）呪教訓”ともいってチー連の籏旧格書をつらね，しかもそれを高

名な人物の所談としlt　一一一一種の文学書である。きてそのワズ7Uグミフ1レの物語

丁㌧

?ことであるが，ブーluの指摘したものはまさしく，、ζこに取扱う「チセ｝

ラシグの解き回しjにみられるものである。そうすれば，かのアヒカル物語、

とζのワ勉グミ㍗醐謡とめモティーフは争欝よく圷稗の聴に

耐えてその命脈を保っていたζとが：わかる。

　　rチヤ｝ラyグの解き1開し」のチヤ5ラソグ（乙a七raag）とはサ》で．ズクリ

　　　　　　　　ゆツト語ca七職ピaag哉の転読であるtaそのことでも萌らかなように，，イyド．

　　　　　　　　　　　　アノで鞘『鮮ζ磁鎌たずさえ門門ササ「ソ鋼フ．即固イで世
（6s・1’～5フ9ン’の宮廷に来て難題を提起することから，この物語ははじま

るのであるが1．ζの使節を派遣したイyドの王が誰であったかについては諸

説が一致していない。テクズ｝に読白’雌i”varmu。9書・捻i爵i

Hihdffkgn・一・vah躍大守にしてインド王なる誌8㌔㎡”とある誌g，rmは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
・一
ﾊにはコ敷擁姦r㈲皿』 ﾆ読んで⊃eva撫子瓠に擬せられている。この享

励解耳er2ギ・ユa：z◎r・aster　and　his　w・x’ユα・Princet◎n・19坐P’・

626f講よつてもまた舞・伎持され．氏はヤク・…ピー曜鵡らHi晦

　　　　　　　　　　　　　　　一アー



97）・C出る鋤甑加嗣山鳥すべき柳であるからDZ；va・5rm・t読むべき

であるといっている、この将棋譲はア1レタクy・X・一　・tr一一t世時代φ出来事をフ

．スローイー世時代に移したものであるから，後畜と同時代馨ζ在世したヤシ旨

・・一一 _7レマソ（visnurVardhana　Ya¢odharman）と同一視してYas◎αa撫
　　　　　　　　●。　　　　　　　　　　　噸．

と読む必要はない　とiζかく通俗譲であるからこれを史的IC三彩することは
　　　　　　　　　，
ないというのが氏の立場であろう・氏Pま　“一harquart　（una　de　Gr◎碗）：

　1）a8　Reich　Zal）Uユ　uaα　der　GO七七，Zun　▽Oユ箕6。一9．　Jhゆ　（Fes七schri鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
f砲。8・・h・u）。B・rユin　1915。P．257のヤシ爵ダ1・マy説を推進tて・

ゆくものが3eG・Tav　adiaであるといって，いるがきそれは誤りで，ζれは

。ユ・f　Han・en二Z㎜加i七t・・p…i8ch・n　v　il無i・鼠乙・trang，α蕪た

S七・dtマ955（ここに収載されてb・る文献などは再録砿い）で，氏は・る・
・享高�ryw．　y’rmと改めてya　s’6da　rmと読むことを主張してい5。　『バ

　っ蟹にこの「チヤトラソグの解き明し」の訳來を出すが，，完全な解読はこ：『

’絵でにまだ出魚応．テク対淋び徽はTh・P・h2・vi　T・xts，β砒・d・

by伽ユaPe　D銭βt囎ifamasp」i　Minocheherji」a・mas・P－TA・ana，：　ll．＃

’B・mb・y　1915，pp．115～120に依ったが。紙幅がないため‘ζ恥マ字本さ

え載せえないのは遣憾である。尚お，．ヒ書ひソゼソ民の文献中には」・・e．Ta一

　　　　　　　れrap◎re：v邦貯i蕊取i惣麟ra璽Or・The　Expぬna雛◎n　of．毬ぬtra…

tt　9　and・◎ther　TeXt8．，Bomba；r　3952は載っていない。

　（1｝入々の語るところによると　フスロ・一一イ（一一世）アノーシヤクe7レワ
　　　　　　　　　　　　　　　　’
一ソの治世に，大守にしてイソK王なるデーワ・y　，v’ムから，イラン国入の知　・

恵と知識とをたあし且つはおのが利益をも顧みんがために。緑玉④で出来た・

ナ六駒と紅玉で出菜た十六駒から組み立てられ孝．チヤ｝ラソグ（将棋）が、（二

送られて〉来た。　（2｝かのチャ｝ラソグと一緒le　3千二百（頭〉の酪駝ic

積ま献金と銀と宝石と餅と蝋九＋（卿の象ならび畷三品も・一．．t　・i．

毒忌至賜勲砲ドでより鑓さ為た鰍（戯ユiess〈Ari・t・瓢・・ジ

も共にやって来た。

∴｛繕翰・興う齢れ騨1 ﾐは大手た麺資格（繊鱒睡；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　唖8癌．



　h）をもってわれらすべてのものに対しても大王にましますが故に，御身の博
士ら（ま労われらあそれよ珍もさらに博識なるととが要請される断⑥もし

　とみチャ｝ラソグの所　　（ろ加》を解き明したまわぱよし，さもなくば貢と

　往とを（：われらに）送りたまえ澄と。・

　C41　大王韓四白（本三日）の期限を求めた。しかるにイランの博士らの

うちには誰一入として，，かのチヤ｝ラγグの所詮を解き絶しうるものはいな

かった。

　｛5⊃矛三臼目にボークタクの子ワ客ルグミフ2tt・（Vazturgmihrゴ：Bri；7e・一

，t。、・t。n）が起鏑がつた。（6｝そして言うECは・穿長かれe’．臣が⑤この

チヤ障ソ物所詮を今H2で春野さなカ・つたの1ちつぎの踊によるめ

であ5込すたわち．s御身とイラン国にあるすべてのもめがe．イラy国入中野

州神殿であることを知りたまわんためである。｛7）齢このチヤ｝ラ・

ソグの所詮を易々と解解明して貢と税をデ』ワサψムより取ろう。そして解

き明すことのできぬ溺のものを一つつくり　デーワサウムのもとに送ってか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひコ
れよζ≒卸単蹄取ろう・き禰瑚1ま，解発王焔の鶴に慣
したま喧っわれらの博士らがデーワサ・払のそれよりもきらに博識である

rと・r？いて・黙な莇群まえ’7と・1串大手は三度撃つ炉善い

鱗抑らが鰍ワ知於フ砿3と“eそV　’C　h・れは訪二｛’　“・ラクム

をワズルグミフ7レに与えることを命ずるのであった。1

　．（91あくるHs’ワズ・Liグミフ7レは哲入を前に呼んで雷うにはt一デ…一ワif　，v

ムはこのチャ｝ラソグをその所詮において戦場になぞらえた。　　（招）そし

てそ．れになぞらえて二つの首領（sarxVatayうをつくった◎　（すなわち）か

．∫斌（一つ硝領焔）王ζも勧を左ま燃叡理る翻（面i露恥

、動甑そら礼吟一っ硝鰍尋）r螺（軸蜘〉を鞠（・r・tEIF一

庫軸蹴磁r）甑そらえ隊値ユ）を舗賑伽紐頃繭・町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のゆ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　れ

dar）になぞらえ；また罵（las：P）を騎馬隊長（a　8　v第ran　sa漁dar＞

勉そらえ・鋲（P＆勲聴先鰍爽ぎッ郷》焔購昏晦ぞ転
∫えたものである’と。　　《質）こζにおいて哲人はチヤ｝ラyグ尋ならタて
．『

Eズ，・グミフ舵差したとζろ，ワズルグミフ耀哲人から三厳博㌧ζ

　　　　　　　　　　　　　　　一ρ一



れによって弱なる歓喜が全土に到来した。

　　、（f2）ここにおいて富山は起ちあがった。　　（1ろ）そして言うには”寿長

かれ。神はごの栄耀と栄光とカと勝利とを御身に与え給うた。御身はイラン

と非イランとの主にてまします。　（’14）帳入・ものインドの博士らがζのチ

ャトラソグを多くの刻苦と辛酸とを以で組み立で並べたところ、，一人として

，解き回すことがで〉なかった。　　G5）御身のワ女1レグミフ7レはみずからの

生得の知恵をもつでかくもやすやすと且つすみやかに（8ap磁ihの解き明し

た。　q6）そしてあれだけの財宝歓王の宝蔵（9・n　s）一に送攣んだ”と。

　　（1ア）大王は翌Nワズノレグミフルを前に召した。、　（18＞そしてワズbレグ

ミフノレに言うには”われらがワズルグミプレよ。＜臣がっくってデーワナル

ムに送ろう〉と汝が予に語ったかのものは，いかなるものである力諮と。

　　69）ワズ’・”グミフ拗言うには電初モ年緬なかでlt　・ア砂クシ＝

階’が最硝四つ博諏まはしたので浮砂クンエ囲物名咽んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レハ組み立てられたネーウeア｝ttタクyエ’‘一’　1t「（Nev一一Arta　X　il　er一　｛善きアルタク

シ。一バの謂ンなるものを，臣は並べよう。　（20）ネーウe’ア妙クン

朝帰lpの盤（t蒼xtak）を臣は大地スパソダ1：・・マト（8：panaaで1照七）になぞら

．えよう。　（21＞そして三十媚の牌（mmhrak）を三十臼（三十）夜に臣は

演らえ・・白の伍超に臨そらえ・そして四脚蝿叩そらえ鵡⑫蜘⑳

nZk）の運動（t激）を星辰の前進（vartiim）と蓋天の転進（9artign）に

臣はなぞらえよう。　　（25）骨子上の一・臼を臣は｝，af　一一フルマズ｝ti’が唯一一者

蛋ζましまし一切の善きものを創造したもうたるになぞらえようPt‘．（24）二

目を臣はsメP・ノーク（密界）とゲーテーク（顕界）とあるになぐらえようe

　（25）三自を臣は，善意と善語と善行，或いは意と語と行とあるになぞらえ

よう。　（26）四二を臣は．，入間がよってもって成り立てる四つの元素｛

灘i猷㍉或乱世獅醗一軍晒，軌北とある昧詠えよう．

　（27）寵遇を臣はゴ五光すなわち油壷と太陰と星辰事始および天空より来る

蹴（va鳶ak）と．あるscなぞらえよう◎　（28）雨垂騨，繭がが、

磐yバ鞠（伽鋤a沸梱心隔祭殉の欄雌鰹越扉なぞらえよう・

　（29，），盤の上にネーウ◎．アノレタクyエーtyの並べられた．るを臣は，庶類を顕

　　　　　　　　　　　　　　　　一一1［F一



界劇造したもうたと当惑か抽マズ糟唖ぞ球ようG（3◎澱子
に焔牌の縫晦r℃蜘）’と転進（9購i齢と姫は．，聯こて紐

帯炉密界者と結びつけられている人關が七（遊星）およ響十二（宮｝ととも

　に常に前進し（va］rtend）退去しつつあり（vihezend）　且つ時あれば（それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．st
らの星辰が）相手を打ちて打ち倒すこどあたかも入が顕界にあって相手を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＄
打つがζときになぞらえよう。　　（5わそして斜子あ唯一つの回転によって

全部（の諭が打蠣されるとぎ監入聞がことζと纐界かち逡免するに似

ており・また再び並べられるときは　入監が死者の起生に際して悉く：生きが
　　　’S　一”　’一．　．一一一．　v．．　r　rm　rr．　．．　e

えるに似ているのである“と。

　　（52）大王はこのことばを間いたと者歓喜して＝鼠通じ毛色のアラブ馬一万

二千，金と糞垂を忌めた王冠（patesa“r）sならびにイラン国でより鼓きの

壮士一万二千。七重の鎧一方二千およびイソ櫨鍛鉄の太刀一万こ汗。七目

’を備えた亡八万二千ならびにその他一万二千の入馬ic必要と’されるすべて

ρもの一それらをことととくsrえも言えぬtsどに飾りたてることを命じた　e”

　　（55）ボpmクタクの子ワズ’げミフ’ケ1まかれらの上置磯領と陣た・そし

∫て選ばれたるヨに吉兆と神助の裡にインド置こ来到した。

　　（54）大守にしてインド王たるデー・一ワy一　，vムほそのありさまを見たとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ボークタクの子ワズIT7グミフ7レから四十日の期限を求めた◎　（55）インド

の博士たちのうちヨ・かのネーウ。’ア，レタクシエー1レの所詮を知っていたもの

は誰…一一人いなかった。　　（ろ6｝ワズtyグミフ」Vはかの貢と税と同量のものを

もう一つデーワサ砿より取っ〈，、吉mse偉勧裡にイラン国一婦来した・

　　（57）チヤトラソグの所詮の解き明しと1含こういうことである◎すなわち争

勝利は神力によるということである6けだし参勝利は，知恵を以てもたらす

がためleは扇神智ある本質察知力から（得られるも⑳）であると博士たちも

唇って幡からで諮る．．e　　　　・　・．　　　　一
　　（乙8＞チャトラング蜷すとはこういうことである。すな秘、じぶんの

駒を注視し且つ注視することに努め　砂かicすれば縮手の駒を・取ることがで
　　　　　　　　　　　　　　　　’
きるか1ﾆ9－b多く努める越ζ㍉ま野手の駒を取ることができるように

≧希望して悪手を差さぬこと：．且つ常に駒は一つを使って他は待機させてお

　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　吟伺r



くこと》また十分に気をくばって注視しなければなら砕ごとやその他のこと

で層r作法書」　（AδV惹nak聾歯a：k）1乙書かれでいるがごとくであるa
　’

　以上で丁チヤ｝ラソグの解き開し」は終っているが，文尾に屍えるr作法

書」というのは騎御とかポロのような遊戯などに関する作法や・レーノレをかい

たもので、，封建制下には重視されていたものである。凍本は散逸した。イブ

ヌe　ib¢ムカッフア（’　X　bnu’ユー述瞭燈aff♂一η60年頃波）によってアラブ

語に訳出されたが，その聞の事情戯ま今は触れない，本書のみならず。他の’

パフラヴィー語書にもこうし九既存今次の諸書が引用されていることが回れ

でな・〈　・ま瀞のアソ・ナディ　一一ム（M・・k・am・du　bnu　’ Pエ・klagaT”n－Na一一

dと滋）のrキ戸閾ブ。〃。ブイフリ玄｝」　（：Ki七蒼bu，2一一PSihristh－98’8

庫成立）をみても5パフラヴ9A語からアラブ語に訳出された蘇訳文献の膨

大さが想見されるが　それらも原本訳：本ともIC殆んどこれを爽失したことは
　　　　　　　　　’
惜しみても余りあることであろう。これらについてはゴF。Ga，brieユi：n’　e一一

1）gra　di　工1）n　aユ”一MU優affae　　侭i▽ist＆　degユi　s七U・di　O4Qnt鎮ユi

’v。蠣£asc．5，R。m。づ％2）鯵照されたい．
　　　，マ
　さてこのワズ～レグミブ桝こ関する謬であるカ㍉上に訳出したパフラヴざご

語勢将棋書のほかieも，フエ；v’．・Fウシーのツヤーフナーメやタアー・’yビーの

ぺ〃シア王統史にもそれが伝えらμている。そして興味のあるζとには，そ

即知グけ・・⑦に関する講肋・・，例の吟｝ラソグの解き馳」

諺が挿入されているのである⑤．．しカ・しそれの底本として融ら靴も．卿・

現存のパフラヴィー語本であるか登或いはより古い同種本であるカ〉は明ら炉

でない。挿入されだ形で見出されるr将棋讃」の部分は重複するところも毒

り’ Cまたあとで若干取扱うことにもするからそれは省略して，そ．の前後にあ

る部分のみを要約して伝えてみよう。

　　レ　．〈．ShT．：p。2567、：£：e◎；That　Eiiblf　p．費619　f£’b．）フスロ「イー世は：おの

二三猪鵬をつつ込んで瞬触夢齢る晒の騨を艦うるものは
イランにワズルグミフル唯一人である。か糺はまだ学童ながら解いて言うには㌻

一壌2』噸



　王のハ㌣リムに女装の若者がいる∵と。王はハージムのものをして悉く裸か
　　　　　　　　　　　　　　　ヰ
’、にならせてその若者を見つけ｝功によってワズ〃グミ．フTlは王の議官となるe

．　1；・・．｝t（敵。P．2507　ff。μぬa塔ユi毒P。655£fののちにか9・1，・IS王の寵

　を失って下獄し時時され下失明するが，た蝶たまローマ皇齋が封印した函を

送り沖味を当てること趣きなければ・門マに入貢せよと要求してくる，
，’

Cランの博士らがうな失敗したあとをうけて，ワズ　，vグミ7？vが宰獄から引

　き出されてくる。かれは途上で三入の婦入に会い，質問に対するかの女たち

の返事か嘘感をうけ評れ賦って，・函のなかには孔の全通した輿灘半

貫通の責馬箏および未通ψ真珠が一便ずつ入っていることを言い当てて再び

王の寵を回復し評一’マ皇帝をしてペルシア…こ入貢せしめるのであ恥

　これをみると。前判まイラyの説話によくみられる夢櫛のモティーフで

あり，、これに対し後半はわれあれがこれまで見てきたアヒカ・レ物語やパフラ

ヴィ藁語本fチヤ｝ラソグの解き明し」ICみられるものと全く同じモテイ“

フである’ bとがわかる課するIC　“そういう諸勧モティーフ綿み醸せ

鳩のである。それでは窪した将棋認まめかという転かのパフラヴイ

・一齧{がその直接の底本となっているとすることについては「部保留を附し

ておいたカ㍉この両執殊にシャーフナ藁メとパフラヴイ噸本ζ砒較レ．

てみると期がある・鰍ば芦卿イ￥注の名もシヤr7t一メで1駅戸
’イソゆ罫（RrlSy・．mndlr）と・疹嫡で．，，　aの王をさら‘ピ’・財ウジ

　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　ぬの王y‘’（：Ray　e　Qarmu9）とする句はあって5一，，パフラヴイー零本に出ぐか

の王名をいかに読むべきかを，何等示博して’いない。尤も魯シヤ「フナ㎞メ．

はパフラヴイー零本のチヤ｝ラーyグ中に駝駝なる駒の欠けていることを薮え

ているが．・それについては本論の末尾でチャ｝ラソグについて略説する際に

・言及するζζとし・こζではパフラ粥や零本にみえる彗頭鰍晦、に

つ霞み6 ‘9　，それ郷モゆ鞭ζ1し礪棚れて暁ζと，は「・7　Xz’▽

函イ『と翻（瞬。四ゆ・kレ五節齢る棚ゆで諸こieは馬
脚の奥義をき渤た小姓が講の灘ζ身上聞澄してつぎあように書って

いる：

　　u　．・・’paV　E・t’r’ang　u　N；s…Artakg5r　tt　a’stap・瞬岬・麟

一一 P3申’　’



　　　　　　ハ　　　　　ハザ　　ha瓢ahユaA　f：ra　c七aで　｝ham

　　チヤトラソグとネーウ。ア｝レタクyエー2レとアシュタパドとを演じては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　：われは同僚中矛一である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

アyaタパド（・翫・p副とはナソスクリツ庸・§戸P・賦馬弓昨1ト

h鱗d四隅語にして／八つ媚（本義は足）あるもの”の謂であり，．

本来は．この戯で使われる盤の名称である（H．W。】3aiユey：：Buユユθtin　of　the

Scho◎■Of　OrlentaユS加die8以，：P・255）“「アノレタクシエーノレの行伝」

（ed．by　N◎sherΨan唐22）1ζも，アノレシヤク王朝ア7レダワーーソ五世に召

されてその宮廷に入った若き臼のア聖タクシェー｝レがやはりチャ｝ラソグと

ともに　このネーウ。アノレタクシエー∫レにも車抜でありたことが記されてい
　　　，
る。之の・一一一種のxゴロク戯（NgV一・ArtaX碁15r）がフスローイー世時代に創案

されたという「チヤトラソグの解き明し」の立場を固執するならば　それを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、3
夙くア7レタクンエー〃一世時代におく「行伝」の立場は一種のアナクロニズ

ムとなろうが　このような傾向は「行伝」の諸所に指摘すること溺で穿るか
　　　　　　，
ら。あえて異とするにも当倣いであろう。遊戯がことさらに開祖の名‘咽

んで名付けられたとすれば　肩｝開祖よりかなりの時間が経過したときにお
　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　ぞいてであろうと考えることもできる。こういう時代錯誤は何らかの事件や事

柄を権威づけようとする際好んで行われた傾向で　かのryンサ・レの書翰」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，
などその最も著しい例であろう。この書翰がフスローイ一世時代の成立であ

るたかかわらず　それを権威づけるためにア7レタクシエー7レー世蒔代に擬し
　　　　　　　，
焔のであることは学界砿く容認幽ているとこうである＠。　Vかし帥，

開祖に因んで名付けられたが故に　（2｝遊戯の創案が開祖と同時代であるこ
　　　　　　　　　　　　　　　，
とがますます確実であるという風にも考えることができるのであるみかかる

考え方の根拠は，例えばンヤーフプフ〃一世がそのKa’　beh－ye一一2翫d◎翫碑

文において妃IZ；tu　trrAna：h鷲の名誉のたあに同名の聖火殿を建てたζとを述

べている事実とか　その弛諸王がみずからの名に因ある都城を建設したりし
　　　　　　　　，
ている事実にあるのである。ところで，シャープナーメでは∵このネーウ・

ア1ンタクシエー・レ戯はナtyド（Narのという名で出てくる。へ・シツフエty｝

　　　　　　　　　　　　　　ソハ氏は終始　この形をNeΨrAr七aκserの縮約され，たものであると主張してい
　　　　，
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るが⑯｝もしも梵艇・・h・k・EikZi　E，7に出てくる一種のスゴ・職

　面面i惚の原辞がnardを借用したものであ苓ならば，ナルドの成立はフス
。一イ噸より職り古塒機球瞭とができるであろうから⑪パフラ

　ヴィー語本rチヤ｝ラソグの解き明し3中の出来事をア）Uタクyエー・レー世

語代に措定しようとする氏の立場は有利となるようにもみえるが，しかし同

開祖の三代すでに薙耐r二三カミ｝ぎardと縮約さ鶴且つそれがインドiこ

借用されるほど選ピュラーであったかは，何ら証朗されていないのである。

　最後にチヤ｝ラソグのことであるが，フエIVドウンーはワズ1レグミフ7レが

プやきラソグを解湊明したはなしを記したのちに，チヤトラソグの起源につ

　　　　　　　　　　　、いても言及している（SnT◎：p．2469f埠∂。それによると㌻ガウ（（署a，u．）と

汐ルパンド（Tallxand）というイrr7ドのこ二王子が王位をめぐって戦い，タ，レ

！・．ソドは陣捜する。そこで王予ガウは博士らをしてこの戦闘を駒を用いて盤

上に再現させ：た　これがチヤトラソグの起源であると砂うのである。
　　　　　　　砂
　チエズの起源や歴史P．或いはその発達史上に占めるこのチヤ｝ラソグの地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ位などを取扱おうζする意図はないので，上記」。σ．丁貯aPOre；v萄ari騨・

i聾a七raagによって旧く簡単に二．ff三のこ’とを指摘するlcとどめたい。

　さて梵本四・▽i轡魚喚・咄てくるものは，一凱掴の駒から出来た

色の異る東西南北の三軍合計三十二個の駒が二子によって輸醸牽争っていた

もので，王…つぎに象1窮そのつζ‘こ馬，そのρぎに舟が位し，且つそれ1‘

歩兵が前線に醒列されていたaこの舟は：ROka①に相当するものなるべく，

Roka　a）は序盤では端に位し斜めに動いていた。これをみると参．象（工）や

馬などチャ｝ラングにおけ多ものと同じ位置をとっていたことがわかるが、．

毅予を振って演ずるのではズゴロクの性質に近いので　チヤ｝ラソグの直接
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
「的凸型とはなりえない。その後．四組制がすたれて三十二駒を二組に分ける

tt緖ｮとなり，その結果，一組織に王を二つ立てることができなくなって一つ

t．がmantrinまたはfraz5nとなった．忌辰痴愚乃至纈である。とζ

ゐ’が　フェルドウシーにおける象（豆〉の動き方をみると斜めに動いている
　　■
1の馬これは現今のチェスの恥h・P綱じ動き方である・そうすると。古

1い象・（工）がReka（エ）の位置に来てポ動き方はもとのままの象（工）の動き
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方を保ちなが．ら名四が：R◎：ka伍）となり・ダこれ峯『対レ・s古い：Rok：a（工）は古；

橡α）の樋疎豫（ll）鋸を襲いながら聖職は声幟鱒（エ）と
同じく鋤・⑲島式となってい6．ことがわかる即今のチェス磁・・鱒

この：Roka伍）を，名荊にお吟ても動き方において’もぎ踏襲したも停であろ

う。しかしインドのチェスでは，この：Roka（ll）・・：R◎Ok・は依鉢として象ξ’

呼ばれているが，動き方はR。ka（1［1）＝R。。kと同じであ㍍一々，卸・

汽◎ka（工）は古い象（工）の位置に来てインドでは騎駝と呼ばれている。そう

するとイラyでもこれに痢応ずるものがあるはずであり　事実フ却レドウシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ーは儲騨（二七rまたは§utur）という駒の名を挙げている・、砂・しs一か、

れにおいてはこの闇藤情にくらいため絵像〃（Pユユ）も騰駝f・も伺じ

動き方をするよう1こ記されているのみならず3もう』一駒s種類も冬やされて

いるめである。そこで　パフラヴィー二本にこの’駝駝”に相応する駒の欠
　　　　　　　　　　　’

．けていることが鵬かと鵬が・お紫らく躍スゆ誤脚咄るものであろ

うし｝またこの誤脱匿1．諸写本のいずれにもみられるのであるか5　・，よUど

古点時期に起つたもので昂ろう¢・

尚お・郷）（piZ）はそ磯アラブ語化練てfi・款は｝’a・プiユと

なうてヨ」ロツパに伝えられ，チェスでは：Bi　s：hO：Pとなりている。

　　　　　　　　　　　　　　　　註

　⑦　Aram．ki職葛菰’3u　jubenbauue（Da’　Lman）房照。一遍お　この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　，
論文中ひ訳文のなかに用いる（　）に訳者による加筆を示す。

②下le出す中世ぺ・レグア臨書rフス”rr！と童子」の五七節にも，小

姓は天下の名酒と．して

　　～皿a踵H・revikパ聯アi・Mar’vretik　u，maアi　H・sff’k　U

　　恥垣隣癒聯癬（卵e四面鞠e糠坤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　工頃¢h㍗i£室e鳳～Beteエia・ユ938，　p。2MはG　ay）の「酒とMar▽一：r◎tの酒

　　とBuβ七の酒と．Harvan　，tgbユvap’一ア湧ビァ）の果実酒e

凝挙げ，つ畜の耳八節では　　　　　　、㌦’　　　㌧，
　　　　の　　　　　　　　　ねの　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　 の　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　リも

　　｝b・・鱒＆r．｝執paゼ町i鱒数・uわ勘k・iV⑳識蔚k

　　’　』‘，　1tt　　　　　　　　　‘in　16幽一



　　　h言差lmay・】晦飯毒婁茄8㌻

　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　しh・しAsur（イラク）の酒と▽歌・捻9の果三三ζ韮もいかなる酒も

　　　ついに下野もの，ゐ郷1一

と言っているtrヨヤa，：hang　i　Pahユav湿k矛’9…：章（アラム語詞に省く）には

　　　轟癒喰物耳糊（ブドウ㍉・血幽（ブ勘の鋤湖ド

1爵け）・’r．）iやの・脚㈲三一ak保爽薦㍉釦（櫓・

　　　ζ下野）ノ姻美味），aag曲働，漏鰍たる）

とある・こご略ら嫡藤細鱗頓廉郷ろう・欄∫㍗恥
イと童子i五七鱒測る’ au・p　e．いうの．髄・rah幡ぼ’τ・・kt・’ ua・v薦・ρ

地方にある駅あるが・この聯こあ・6　KZ；il’saの酔學鱗鱒h酬

・麟七m・f　K・uV．Uya：A　N・胃病i㌻i。n　b￥　tr・」。ユユy・，and　R・b・S・h一

血蜘・L・her・　S925・▽…エP・7い9r・α25r42挿野糞翫カ

ゥデイ，レや実利論：p噺廻6毒照）にも出ているので：：）よほど膚名であったと

みえる。

③本書へρ津試交韓どして嫡P巴瓦面U毒：N。tes　gra導pmati．『母e8，

ユoX’・。gr融i㈱e㌻鱒ユ⑳画eθ躍1・二二u・聯蔽
皿乙・二型g狸・・’麟・n・・sa・ユ・U円型鴬紬i箆七一」。卿h，

B曜嘘hX藤桃4，P．5ff．）カ・ある。こ．の期のアラム語交書に紺る

イラニズムICDいては（｝。Rgl）river：Ar㌶maiC　D◎CU皿e簸もS◎£the

pifth　Centu：ry：B。Cl，Oxf◎rd，957をも湯き照。

　④　　’wzmbw’rt　uzambrat　’緑玉．＝：メラit／ド期。New　Per8色z㌘．

　　　　　v鞘縄　　囎噴　　　　　　　t　　　　，　　　，，

職r3繭h聡口歌嗣W。■・ff・W◎rt・伽⑳・zur・auryud；Rμ88・i獺r仙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆヲ尚お，」愉BoHGfmann・：Etym　O■Ogi8cheg　「弱「or七erbuch　（］・e8　（｝rieCh　i一一

s伽a。瞼・h・n　19・50，P・522にはびμ三三・〉蕪kr七・臨9晦｛
　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

’Slit　・mar，a1・a幡・聯・鵬τag鯛rして・騨鐙・儀e㍉蓼k麟

barragtaをも余罪べきも申来1溝糊とある。この帥・idF・・esma一一

r・蜘、曝Hゆαe四脚眠嵐・Hiゆα解・伽蹴畠aがあ顔．評ム

騨晦岬・鞠e事聯…ず嫡眺ζζ・嚇われは帷
イラン語形を見出すことができる。ンや帥フナーメによると墨駒は象牙と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←一壌フ｝



チーク材で出来ていたとある。

　⑤この部分の読み方はハyゼ￥犀上掲書P・μ’に3『りた。

⑤原文1ζは橋畔れかし。余が……’とある。似下にも散亮される’

がe王K対するとき・は’余ぞに代干るにe臣ffの語を以てすることと碍輩◎

　⑦　近代べ1レンア語形‘ま1】3u2u嗜如lhτでう矯力㌔統晶をとるために中欝

語形を用いる。従っで，轡」フナーメの場合でも，その近代語形ンヶト

ラソジュ〈9ayran9＞の代りにチヤ｝ラソグ（ざa勧a筑総）を用いる。　　’

⑲’　geer’dnwsi　’　s　．　Shahnan6h　editedわアSa三三：aficア，v6ユ・va，　’

讐e　heran　195511？．246建画（以下｝動磐．と旧記）zaよびHi8t◎ire　des

R伽dies　P・τ8eβ跡？藁♂毎i慌・灘H・Z・t・nb・rg，P・’ris伽よ

‘P・〈；22f。（以下’！Ehae　Eユまわぼと略認》o、

’（ID　’S．Wikander・：Feuerpriester　in　KZeinaqien’tmd．　xrati．，　w

コ賑u】ad・．1946，芸）南164，c●no3“

＠　E．tHerzfeld：Archaeo20gigche　Mitte“ungen　aus　Z．ra’za

pt／4　“936）　p．28一”Zoroastex　and　his　WorM，Princeton’ @f　947．，・

lP。627ゑ照。．scicよれば繭』ゑτ㌻麟苔r＞N・で惚癌蒼r＞Nartノ訟4。、

⑪了。◎。TaVadia：D‡e瞬㌻七6ユpeargische　Spτache　u“nd　rk”t∈晦

加rder　Z＆ra勲・tri・r，N・i麟朗956，P・，t・4e・h’
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．攻｝ρ囎と費いまし沼ラ級びアラビアの調四三は課休を糊頓
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そ轡らず騨騨轡雫診1の他gmpら警


